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（一財）自治体国際化協会ロンドン事務所　所長補佐　大藪　将貴（和歌山県派遣）

オンラインセミナーについて
クレアロンドン事務所では、毎年、日本の行政機関を

対象としたオンラインセミナーを定期的に開催していま
す。本オンラインセミナーでは、ロンドン事務所の所管
国において各分野で活躍されている行政機関・企業など
の専門家を講師としてお招きし、日本の自治体関係者に
向けて有益な情報を発信することを目的としています。

本事業は、コロナの影響により海外との往来が自由に
できないなか、海外の事業を積極的に発信することを目
的として 2021 年 2 月から開始しました。コロナ禍が
終了した後も、ロンドン事務所における海外に関する情
報発信事業の中核として、毎回多くの自治体関係者にご
参加いただいています。

オンラインセミナーは、毎回 60 分ほどをめどに実施
しており、講師による講義のほか、リアルタイムでの質
問応答も行っています。また、オンラインセミナー終了
後には期間限定の見逃し配信も実施しています。

昨年度の実施状況
昨年度は、教育、福祉、SDGs、まちづくり、多文化

共生など、自治体運営に関わる幅広いテーマを取り上げ、
計５回のオンラインセミナーを開催しました。
2025 年４月 23 日（水）開催

「オランダの学校制度から日本が学べること ～オランダ
の 1970 年代以降の教育改革から得られる、現行の日
本の教育改革への示唆～」
講師：リヒテルズ直子　氏

（グローバルシチズンシップ・アドバイス＆リサーチ社
代表／日本イエナプラン教育協会　特別顧問）

オランダでは、子どもの発達や主体性を重視した教育
改革が長年にわたり進められてきました。本講演では、

オランダの教育改革の歩みを振り返るとともに、「個別
最適化」や「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た考え方や実践事例をご紹介いただきました。
2025 年７月８日（火）開催

「デンマークの高齢者福祉から いま日本はなにを学べるか」
講師：小島ブンゴード孝子　氏

（ユーロ・ジャパン・コミュニケーション社　代表）
世界有数の福祉国家として知られるデンマークの高齢

者福祉制度を題材に、日本とデンマークの現状や課題を
比較しながら、ケアに対する考え方やシニア世代への支
援策の充実、今後目指すべき高齢者福祉の将来像につい
てお話しいただきました。両国の制度や取り組みの違い
を通じて、日本の自治体運営に生かせる視点や示唆につ
いて理解を深める貴重な機会となりました。
2025 年８月７日（木）開催

「SDGs 先進国フィンランドから学ぶウェルビーイング
施策について」
講師：岩竹美加子　氏（ヘルシンキ大学　非常勤教授）

SDGs 達成度ランキングで世界トップクラスを維持す
るフィンランドを題材に、ウェルビーイングを重視した
政策展開についてご講演いただきました。講演では、首
都ヘルシンキ市をはじめとする先進的な取り組み事例を
通じて、自治体が市民のウェルビーイングと持続可能な
社会の実現をどのように結び付けながら政策を展開して
いるのかについて解説いただきました。
2025 年９月 25 日（木）開催

「英国の公共空間デザインから学ぶ市民参画」
講師：鍋島紀美代　氏（グローバルリサーチ　代表）

英国では、公園や広場などの公共空間整備で、市民の
意見を積極的に取り入れる仕組みが発達しています。本
講演では、公共空間デザインの事例を通じて、市民参加
がどのように計画へ反映されているのかを解説いただく
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とともに、行政と住民が協働してまちづくりを進めるた
めの手法についてご紹介いただきました。
2025 年 12 月５日（金）開催

「ドイツにおける移民背景を持つ大人と子どもへのこと
ばの教育」
講師：三輪聖　氏（テュービンゲン大学　専任講師）

人口の約３割が移民背景を持つとされるドイツにおけ
る言語教育の取り組みについてご講演いただきました。
移民の社会参加を支える統合コースや子どもたちへのド
イツ語教育・出自言語教育を中心にご紹介いただき、多
文化共生社会の実現に向けた自治体の役割について考え
る機会となりました。

三輪聖氏によるセミナー実施の様子

オンラインセミナーを通じた将来展望
オンラインセミナーは、海外の先進事例を紹介するだ

けでなく、現地の専門家とのネットワーク構築や調査研
究活動の深化にもつながる重要な事業となっています。

オンラインセミナーでは、参加者から寄せられる要望
や職員それぞれの関心を踏まえながら、観光、教育、福
祉、まちづくりなど幅広いテーマを取り上げています。
また、本事業は職員の自主性を重視した事業として位置
付けており、テーマや講師の選定についても職員が主体
的に取り組んでいます。

講師については、これまでロンドン事務所の事業にご
協力いただいた人々へ依頼するほか、必要に応じて外部
の有識者などへ直接コンタクトを取ることもあります。
テーマ選定に当たっては、職員が独自のテーマを設定し
調査・執筆を行うクレアレポートとの関連も意識してお
り、セミナーの企画と調査研究活動を連動させることで、
より専門性の高いテーマ性をもった情報発信につなげて
います。

特に、クレアレポートの執筆に当たっては、文献や公
開資料から得られる情報だけでなく、実際に現地を訪問
し、現場で課題に取り組む関係者から直接話を伺うこと

が重要です。そのため、現地で活躍する実務者や有識者
とのネットワークを構築し、その人脈を通じてさらに多
様な関係者へアクセスできることは、質の高い調査研究
を行う上で欠かせない要素となっています。

オンラインセミナーを通じて構築した人脈は、その後
のクレアレポートの執筆のみならず、各種調査事業や関
係機関との連携などにも活用されており、職員の業務を
より円滑に進めるとともに、ロンドン事務所全体の事業
の質の向上にも寄与しています。

また、職員個人にとっても、ロンドン事務所で培った
知見や人脈は貴重な財産となります。帰任後でも、派遣
元自治体での政策立案や事業推進などに生かされること
が期待されており、今後の業務能力の向上にもつながる
ものとなっています。

おわりに
海外における先進的な取り組みや政策事例を日本の自

治体へ紹介することは、地域が抱えるさまざまな課題へ
の対応や新たな政策立案を進める上で大変意義のあるも
のと考えています。ロンドン事務所では、今後もオンラ
インセミナーを通じて海外の知見や最新動向を積極的に
発信するとともに、現地の実務者や有識者とのネット
ワークを生かしながら、自治体の皆様にとって有益な情
報を提供できるよう努めてまいります。

オンラインセミナーに関する情報は、ロンドン事務所
ホームページに掲載しています。また、一度ご参加いた
だいた人には、以後のセミナー開催時にご案内をお送り

しています。
ご興味をお持ち

の人は、ぜひお気
軽にご参加くださ
い。皆様のご参加
を心よりお待ちし
ています。
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過去のセミナーの内容や開催情報はこちら
（クレアロンドン事務所ホームページ）
https://www.jlgc.org.uk/jp/research/onlineseminar/


